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「
新
聞
雑
感
」

県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

次
長
兼
研
修
部
長

時
任

恵
美

平
成
五
年
。
特
別
支
援
学
校
の
自
立
活
動
を
担
当
し
て
い

た
私
は
、
夏
休
み
の
終
盤
、
新
聞
を
使
っ
た
教
材
を
作
成
し

た
。
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
子
供
た
ち
は
、
耳
か
ら
聞
こ
え
た

言
葉
を
自
然
に
覚
え
て
使
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
難
し
く
、

教
師
が
意
図
し
て
常
に
新
し
い
言
葉
を
取
り
扱
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
大
き
な
出
来
事
の
翌
日
は
新
聞
記
事
を
見
せ
、

で
き
る
だ
け
子
供
た
ち
が
言
葉
に
触
れ
る
機
会
を
作
っ
た
。

二
学
期
最
初
の
授
業
は
、
夏
休
み
を
振
り
返
り
、
自
分
の

体
験
を
発
表
し
た
り
感
想
を
述
べ
合
っ
た
り
。
そ
の
年
の
夏

は
、
後
に
八
・
六
水
害
と
呼
ば
れ
る
大
き
な
災
害
が
起
き
、

新
聞
に
は
連
日
大
き
な
見
出
し
が
載
っ
て
い
た
。
土
砂
崩
れ
、

氾
濫
、
断
水
、
停
電
な
ど
な
ど
。
写
真
入
り
の
記
事
は
幼
児

児
童
に
も
分
か
り
や
す
い
は
ず
と
、
張
り
切
っ
て
多
く
の
切

り
抜
き
を
準
備
し
た
。
今
、
振
り
返
る
と
、
子
供
た
ち
の
興

味
・
関
心
を
引
く
こ
と
は
で
き
た
が
、
「
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
」
か
ら
は
遠
か
っ
た
な
あ
と
反
省
す
る
。

「
子
供
た
ち
自
身
に
記
事
を
選
ば
せ
た
ら
良
か
っ
た
」

「
も
っ
と
子
供
た
ち
同
士
で
話
し
合
わ
せ
た
ら
良
か
っ
た
」

「
自
分
の
言
葉
で
書
く
活
動
を
取
り
入
れ
た
ら
良
か
っ
た
」

「
地
図
や
グ
ラ
フ
、
表
な
ど
も
示
し
た
ら
良
か
っ
た
」

と
こ
ろ
で
、
十
年
ほ
ど
前
に
若
い
先
生
た
ち
が
新
聞
を
購

読
し
て
い
な
い
と
知
っ
た
と
き
の
驚
き
。
彼
ら
は
ネ
ッ
ト
で

ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る
と
い
う
。
電
子
版
の
購
読
も
勧
め
ら

れ
て
い
る
が
、
ア
ナ
ロ
グ
の
自
分
を
振
り
返
り
つ
つ
、
活
字

と
し
て
の
新
聞
の
意
義
を
考
え
て
い
る
。

格
差
社
会
の
影
響
も
あ
る
の
か
家
庭
の
新
聞
購
読
数
も
減

少
し
て
い
る
。
対
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
学
校
図
書
館
に
は
新

聞
が
置
い
て
あ
る
。
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
実
践
校
に
な
る
と
、
全
学
級

数
分
の
新
聞
が
提
供
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
子
供
た
ち
が

将
来
、
新
聞
を
楽
し
み
、
充
実
し
た
余
暇
を
過
ご
す
習
慣
を

今
、
学
校
で
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
ら･･･

。
実
践
校

に
手
を
あ
げ
た
い
も
の
だ
と
思
う
。



中学校国語

▲ 文字の配列や大きさに注意して，
封筒の宛名を書くことが
できない生徒が約５割

▲ 条件を全て満たして
宛名を書けた生徒は２割以下。

約４割の生徒の誤答例
こ
ん
な
宛
名
を
書
い
て
い
ま
せ
ん
か･

？

正答率の最も低い問題の概要と結果
封筒の書き方を理解して宛名を書く

正答率 本県 54.7％ 全国 56.8％
調査結果の分析

分かった！ できた！

学んだことが使える！

あれ？

なんで？

キーワードは
「日常生活」

もっといい方法がある！

PartⅡ

子供たちの (課題発見)を大切にした授業に！

自分で見付けた課題は，答えを探すときにわくわくする。
答えのかけらが見つかると，もっと知りたくてドキドキする。

ひとつ分かると，もっといい答えを探したくなる。

全国学力・学習状況
調査の結果から,授業の
ポイントを紹介！

○ 身に付けた国語に関する知識や技能を日常生
活の場面で発揮できるような場面の設定。
→例えば，学校の教育活動で，手紙（お礼

状）などを書かせる学習場面。

○ 国語の能力（ここでは書写の力）を日常生活
に生かせるところまで高めるには，単に，封筒
の形式や書き方の伝達型指導だけでは不十分！

実際に書かせて，課題発見・解決する力を育成。

例えば，受取人の部分は なぜ 大きく書くの？
どうして中心に書くの？

→文字の大きさや配列と相手に対する敬意の表現

授業のポイント



中学校数学

調査結果の分析

▲ 式とグラフのどちらかを選び
算出方法を記述する問題の正答
率は３割に満たない。

▲ 無解答率も10％を超える。
事象を数学的に解釈し，問題解
決の方法を数学的に説明することに
課題

○ 日常生活や社会の事象を題材にした問題から生徒に
問いをもたせ，学習課題を設定する。

○ 問題文中の数量を，図や表，グラフに表したり，表
やグラフの数量を読み取り，ことばや式などの数学的
表現を用いて記述したり，考えを説明したりできる姿
を目指す。

○ 授業を振り返り，学習したことを日常生活に生かそ
うとしたり，発展的な課題を見付け，取り組もうとし
たりする姿を目指す。

○ 問題解決の方法や手順を説明
する場面を設定し，式やグラフ
などの「用いるもの」と「用い
方」について，指導する必要が
ある。

○ 具体的な事象におけるグラフ
の傾きや交点の表す意味，式と
の関連を考えさせる場面を設定
する。

中学校英語
調査結果の分析
▲ 語と語のつながりに注意し
て書く力に課題がある。

▲ 与えられたテーマについて
まとまりのある文章を書く力
に課題がある。

▲ 相手に伝わる英語で表現す
る力が不足している。

授業のポイント

正答率の最も低い問題の概要と結果
事象の数学的な解釈と問題解決の方法を説明

正答率 本県 29.4％ 全国 34.7％

正答率の最も低い問題の概要と結果
まとまりのある文章を書く

正答率 本県 1.4％ 全国 1.9％

We practice it  at budokan after school.

※生徒の間違いは修正しながら

授業のポイント
○ 教師の英語の質問に生徒が応答する活
動などを通して，与えられたテーマにつ
いて「話す・書く」内容について生徒が
表現する活動を設定する。
次に，英語表現の定着を図るため，ペ

アで同様の活動を行わせた後，実際に書

く活動を設定する。
さらに，作成した英文の相互読みをペ

アで行わせ，英文の正確性を高める活動

を設定する。

Our ALT is going to come to our school next 

week. Let’s talk to him about your club. What 

will you tell him about your club, Yumi?

Oh, you are a member of kendo club. Where do 

you practice kendo? When do you practice it? 

（ALTに対して，クラブ活動を紹介する生徒の作文例）
I am a member of  kendo club. We practice kendo at  budokan

after school. We enjoy it every day. I like kendo because I can 

make friends through kendo. 

…. I ….. kendo club.



小学校国語 授業のポイント
自分自身のめあてをもつ
授業の導入で，学級全体で共通のめあてだけでなく，子供一人

一人が「自分のめあて」を立てられるようにする。授業を自分事
として受け入れやすくなるための手立てであるため，自分一人で
じっくり考える時間を確保する。

自分自身で自分の考えを決める
教師がモデルを提示したり，友達同士で考えを共有させたりす

るなど，互いの考えを比較させて，自分の考えをしっかり吟味さ
せる。その際，消しゴムを使わずに書き加えさせることで，自分
の考えの変容が分かる。

自分自身で自分の考えを表現する
最終的な自分の考えをノート等に書かせることで，自分の考え

を整理させる。その際，子供が自由に考えられる機会を保障した
り，日常生活で生きて働く見方・考え方を自覚したりできるよう
にする。

小学校算数

〇 数や図形についての知識及び技
能は，概ね身に付いている。

○ 無解答率は全国と比べて低く，
課題解決に粘り強く取り組む態度
は育っている。

▲ 日常生活を踏まえた問題，特に，
記述式の問題の正答率が低い。

調査結果の分析

【
書
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調査結果の分析

＜正答率＞
本県 58.6％
全国 63.4％

対
象

＜正答率＞
本県 59.9％
全国 35.6％

日常生活からの学習課題の設定
・ 子供にとって身近な場面や子供が実際に体験した場面から，学習課題を提示する。
・ 学習課題から解決に必要な情報を取り出す活動を位置付ける。

日常生活から設定した学習課題を数理的に処理する活動の充実
・ 言葉による表現とともに，図，数，式，表，グラフといった数学的な表現を用いて自分の考え
を記述したり，説明したりするとともに，それぞれの数学的な表現を解釈したり，関連付け(共
通点，相違点等)たりして，それらの意味を理解する活動を位置付ける。

日常生活に戻す場の設定
・ 自分の学習状況や興味・関心に合わせて類似･発展問題に取り組むことができるようにする。
・ 習得した知識及び技能を日常生活に生かす活動に進んで取り組むことができるようにする。

特に，
重要 !!

何を書けばいいか分かっ
てしまう過保護なワーク
シートから脱却！

相手に分かりやすく伝えるために，自ら考えられるワークシートを！

正答率の低い問題の概要と結果
複数のグラフを関連付けて，説明する

正答率 本県 47.0％ 全国 52.1％

授業のポイント


